


















ーダーとコンピュータのネ ットワーク ，光ファイバー通信網など），といっ た多数の付属品が必要とな
る。
　とはいっ ても ，初期の段階で重要だったのは，爆弾部分の開発であ った。原子力産業を生みだ







周知のように，マンハッ タン計画によっ て， 米軍は第２次大戦中に核爆弾（原爆）４発を完成
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４２１）
　２４６　　　　　　　　　　　　　立命館経済学（第４７巻 ・第２ ・３ ・４号）
させ，そのうち３発を，アラモゴード砂漢，広島，長崎において使用した。原爆の破壊力は，事
前の予想をはるかに越えるものであ った。そのため，これを実戦兵器として継続開発することに







６０年にかけては，年産７，０００発という量産のピークの時期となっ た。 その結果，６２年には２７ ，１００












る。 米国は大都市を攻撃 ・破壊する大量報復戦略によっ て， 共産主義勢力の膨張を抑止しようと




















　　　　　　　　　＋　／ ＼。、　　　　　　口当時の価格　　　　　　　　　 十８０　　　　　 。　　　 十一・。






























































爆弾の開発 ・製造の総コストは，どの程度のものであ ったかを見てみよう 。
　結論からみると，核爆弾の開発 ・製造，および再生利用のためのコストは，全体とし七 ４， ０９４
億ドル（すべて１９９６年ドルに換算，以下同じ）であ った。１発あたりの単純平均のコストを算出する
と， ５８０万ドルとなる。１ドル１３５円のレートで日本円に換算すると ，１発あたり７ ．８億円となる 。
　核爆弾づくりにかかわる総コスト４，０９４億ドルの内訳を図示すると ，図一２のようになる。すな
わち，第１にマンハッ タン計画の費用として，２５６億ドル（総額の６ ．３％）。 第２に，核爆弾の原料
　　　　　　　　　　　　１４）である核兵器燃料の生産費用として，総額の４０４％にあたる１ ，６５５億ドルが支出された。第３に ，


















































に， 水爆部分の材料たる核融合物質　　トリチウムについても ，２２５キログラム生産してきた 。
　『核の会計監査』報告書によると ，そのための費用は１ ．６５４６億ドルに達したが，その内訳は次

































量は，５１年には５５億キロワ ットであ ったが，５６年には６０７億キロワ ットに急伸した。この消費量










に， ３９２ ．９億ドル，核実験のために２４４ ．８億ドル，製造（および９０年までの解体 ・再生）のために
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２３）７０６ ．５億ドル，工場建設 ・設備調達のために２８３．５億ドルの資金が投じられた 。
　じっさい，カンサス ・シティエ場の建設は，１９４９年に始まり ，ネバダ実験場の活動は１９５１年に ，
ロッ キーフラ ッツエ場の操業は，１９５２年に始まっ た。 テキサス州のパンテ ックスエ場が，核爆弾
の最終組み立て作業を開始したのも ，１９５２年であ った 。


















　２５２　　　　　　　　　　　　　立命館経済学（第４７巻 ・第２ ・３ ・４号）
レーガン軍拡の１９８０年代中葉に，最高額の支出が見られる。第３に米ソ冷戦の終わ った９０年代に









































































































書；竃き 　　 ；鰯ミ婁１１１１ 残暮妻董































































外されている）によると ，核兵器関連の国立研究所に４５ ，１６４人，核爆弾燃料の生産施設に３４ ．９６４
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３０）人， 核爆弾の製造施設に２７ ，１１２人，あわせて１０７ ，２４０人が，核爆弾産業に従事しているという 。
　エネルキー省が管轄 ・管理する核爆弾産業は，マンハソ タン計画時代の３施設　　研究 ・開
発・ 最終組み立てを行ったロスアラモス研究所，ウラニウムを濃縮したオークリッ ジ施設，プル






























　表一１は，１９８６年時点で核爆弾の研究 ・開発 ・製造施設が，どの労働組合によっ て組織されて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４３１）
２５６ 立命館経済学（第４７巻 ・第２ ・３ ・４号）
表一１　核爆弾製造施設と労働組合
施　　設 主契約企業 従業員数 主要な労働組合
Ｋａｎｓａｓ　Ｃｉｔｙ　Ｐ１ａｎｔ
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Ｍａｒｔｉｎ　Ｍａｒｉｅｔｔａ ７， ２３５ 同　上
Ｔｅｍｅｓｓｅｅ
出所 ：４卯ｏエ伽〃６ Ｃ〃榊〃厄卿ＺｏＷ刎０〃ｑク伽〃ｏ郷＆〃ｏ加肋伽６３〃Ｄ４〃伽〃 ザ
　肋３７醐１舳切〃肋ｏ舳，３桝舳６ぴ８ｑ１９８６，ｂｙ　ｔｈｅ　Ｍｅｔａ１Ｔｒａｄｅｓ　Ｃｏｍｃｌ１ｏｆ　ｔｈｅ　ＡＦＬ　ＣＩＯ ，　の各年次大会の報告書，Ｗａｓｈｍｇｔｏｎ　Ｄ　Ｃ　Ｇｒｅｇ　Ｂ１ｓｃｈａｋ， １９８７，ｐ１１８より重引 。
いるかを示している。　般に軍需産業は労働運動の拠点となる傾向があるが，核爆弾産業の従業
員の組合組織率はとくに高く ，生産労働者だけだと７５％，科学技術者を含む全体では６０％程度に












　原爆の開発 ・製造の秘密計画（マンハッ タン計画）の拠点を決めるにあた って，最優先されたこ
とは，敵国のスパイが接近できないところ，外部に秘密が漏れにくいところであ った。科学者集
団のリーダーとなっ たロバート ・オ ッペンハイマー が， 青年時代に山歩きしたニューメキシコ州
サンタ ・フェ北方のロスアラモスと呼ばれていた台地（メサ）の上の土地が，この観点から選ば
















国立研究所となっ た。 ４９年１１月サンティア研究所の運営はＡＴ＆Ｔの子会社のウェスタン ・エレ
クトリッ クに委ねられた。９３年からは，マーチン ・マリエッ タ社（現 ロッ キード ・マーチン社）が
受託し，核弾頭のなかの非核部品の開発 ・実験およひ核兵器の運搬 ・貯蔵 ・安全性の研究をおこ


























































































































　１００Ａｒｅａｓ： 原子炉地区。１００Ｂ／Ｃ　Ａｒｅａｓ とはＢ原子炉とＣ原子炉が存在する地区のことである 。
　２００Ａｒｅａｓ： 化学的分離処理施設と高レベル廃棄物の貯蔵地区
















　２６０　　　　　　　　　　　　　立命館経済学（第４７巻 ・第２ ・３ ・４号）
　４９年のソ連の原爆保有に対抗するために，トルーマン政権はＮＳＣ－６８を承認し，水爆開発に
ふみきるなど，ソ連を圧倒する核兵器生産体制を確立する決意を固める。この核兵器重視の姿勢



















　　ハーンウェ ル（Ｂａｍｗｅ１ｌ） ・エイキン（Ａ・ｋｅｎ） ・アレンテェ ル（Ａ１１ｅｎｄａ１ｅ）の３郡のサハン
ナ川に接する１９．２万エイカの土地が選ばれた。この地域は，同州政界を牛耳る同郷の政治家集団
（「バーンウェ ル・ リング」）の本拠地である。なぜこの衰退しつつある綿作プランテーシ ョン地帯
が選ばれたのか。その理由は，安価な土地，原子炉冷却用のサバンナ川の豊富な水に加えて，雇
用創出のためには核兵器工場の誘致も辞さないサウスカロライナ州政界の強力な運動があ ったか
らである。とくに立地選定にあた っては，ｒバーンウエ ル・ リング」の盟友のＪ ・Ｆ ・バーンズ
（Ｊａｍｅｓ　Ｆ　Ｂｙｍｅｓ１９３１～４１年，同州選出上院議員。トルーマン政権時の国務長官として日本への原爆投下
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５６）に決定的役割を演じる。その後５１～５５年同州知事）が大きな役割を果たしたといわれる 。
　この３郡の１９．２万エイカの土地から ，５２年３月までに１ ，５００家族６ ，０００人の住民が強制的に移動
させられ，イレントン（Ｅ１１ｅｎｔｏｎ）なと２つの町は消滅した。土地 ・家屋の所有者には一定額の








／” 北　　Ｏ　　　　　 ／　　 オェイキン市 　　／↑・変　　　／ ＼、ガ　 タ　　　　　　 ■　　　　 １ス　市　　　　　　　　　　　　　　１
タ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 １



















１９７５年の６ ，３４３人から８５年には１５ ，４８０人に増え，予算額（８５会計年度）は１３ ．９５億ドルとなっ た。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５８）従業員のおよそ２割が科学技術者だといわれる。５０年代にこの広大な敷地に５基の重水型原子炉










　２６２　　　　　　　　　　　　　立命館経済学（第４７巻 ・第２ ・３ ・４号）
Ｍａｓｏｎ ＆Ｈａｎｇｅｒ 社に変わ った。当初はアイオワ州のＢｕｒ１ｍｇｔｏｎ 施設でも最終組み立てをして
いたが，７５年以降は，パンテ ックスが唯一の組み立て工場となっ た。 現在は，もっ ぱら核弾頭の







人の要員を雇用していた（うちネヴ ァダ実験場勤務は，５ ，０００人）。 核実験場は，問接的な雇用誘発分

















　ＭＫ－５で，２ ．３トン，ＭＫ－７で，１ ．２トンと軽くなり ，５０年代後半になると，数百キログラムの重さの
　爆弾が可能となっ た。 なおもっとも軽い核爆弾は，６０年代にデビークロケ ット ・ロケ ットに装着した
　Ｗ５４であり ，２３２キログラムであ った。Ｓｃｈｗａｒ吻，１９９８，ｐ１５２ ・１５３
９）　Ｂｈｕｐｅｎｄｒａ　Ｊａｓａｍ（ｅｄ），０〃ぴ３ク〃３－Ａ」Ｍ３吻Ｄ舳６郷ｚｏ〃 げＡ舳５ Ｒ〃３ ＳＩＰＲＩ，１９８２，ＰＰ２５８～
　２６０，安斎育郎『中性子爆弾と核放射線』１９８０年，連合出版
１０）Ｇｒｅｇ　Ｂ１ｓｃｈａｋ　Ｆａｃｍｇ　ｔｈｅ　Ｓｅｃｏｎｄ　Ｇｅｎｅｒａｔ１ｏｎ　ｏｆ　ｔｈｅ　Ｎｕｃ１ｅａｒ　Ｗｅａｐｏｎｓ　Ｃｏｍｐ１ｅｘ，刎Ｌ１ｏｙｄ　Ｊ










































３１）各施設の詳細は，Ｔｈｏｍａｓ　Ｃｏｃｈｒａｎ　ｅｔ　ａしＮ〃伽ｒ 肌砂ｏ狐Ｄ〃ｏ６ｏｏ々ｖｏ１２～３．１９８７ ，Ｓｃｈｗａ廿ｚ ，
　１９９８，ｐｐ．５８９～６０９
３２）詳細は，中沢志保，１９９５年・オ ッペンハイマー事件にかかわる史料集として ，Ｐｈｉｌｉｐ　Ｊ．Ｃａｎｔｅｌｏｎ
　ｅｔ　ａｌ（ｅｄｓ），丁乃６Ａ舳３〃６０〃 Ａ之ｏ閉　Ａ　Ｄ０６〃〃３〃如びＨ鮒ｏ〃ｏグ〃３１Ｖ肌Ｚ伽ブ ＰｏＺ”肱５，Ｓｅｃｏｎｄ　Ｅｄ１ｔ１ｏｎ ，
　１９９１，Ｕｎｖ　ｏｆＰｅｎｎｓｙ１ｖａｎ１ａ Ｐｒｅｓｓ，ＰＰ１３９～１６２，参昭 。
３３）Ｓｔｅｗａｒｔ　Ｌ．Ｕｄａ１１［スチ ュアート ・ユードル，１９９５年，１４５ぺ一ジ１を参照 。
３４）この点は，Ｋｅｖｉｎ　Ｔ．Ｋｎｏｂ１ｏｃｈ， １９９４，ｐｐ．１１０～１１２を参照。ハンフォードにおける事例は ，
　Ｍｌｃｈａｅ１Ｄ’Ａｎｔｏｍｏ，んｏ舳６ Ｈ〃閉な，１９９３［マイケル　タントニオ（亀井よし子訳）『アトミ ソク




　Ａ　Ｗ３砂ｏ郷Ｚ肋ｏ伽ｏび〃〃３ル４げ エ加Ｃｏ〃Ｗ；仏１９９６，Ｕｍｖ　ｏｆ　Ｃａ１１ｆｏｍａ　Ｐｒｅｓｓ を参昭 。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４３９）
２６４　　　　　　　　　　　　　立命館経済学（第４７巻 ・第２ ・３ ・４号）









　　　Ｃｏｍｐ１ｅｘ，刎Ｌ１ｏｙｄ　Ｊ　Ｄｕｍａｓ／Ｍａｒｅｋ　Ｔｈｅｅ（ｅｄｓ），〃ｏ脇ｇ　Ｐ肌３ Ｐｏ舳肪　Ｔｌん６ 丹ｏ伽５３０グＥ６０〃ｏ 一
























　４９）　Ａづｓ　Ｐ．Ｃｈｒ三ｓｔｏｄｏｕ１ｏｕ，Ｃｏ舳３附づｏ〃 げ１Ｖ〃６如〃肋６ゴＺ〃３５ 介ｏ刎 〃〃伽び¢ｏ　Ｃ６が〃伽ひ螂ｊ　Ａ　Ｃ伽３
　　　 ８切伽。 Ｈ伽伽６，肋肋９肋，１９７０，Ｐ…ｇ・・，Ｐ５ ，Ｍ・ｈ・・１Ｄ’Ａ…ｍ・，ん・舳・Ｈ〃洲，１９９３［マ

























　　その詳細は，Ｇａｒ Ａ１ｐｅｒｏｖｉｔｚ，〃６Ｄ６６加ｏ〃ｏ び５〃加んｏ〃６Ｂｏ刎６．１９９５［ガー・ アルペロビ ッ
ツ（鈴木俊彦ほか訳）『原爆投下決断の内幕』上巻２７８～３１５ぺ 一ジ，下巻２３２～２５３ぺ 一ジ１。












　　Ａｎｄｒｅｗ　Ｋｉｒｂｙ（ｅ ｄ． ）， 丁加ア伽勿ｇｏ〃伽６ご加Ｃ〃タ３３．１９９２，ＳＡＧＥ　Ｐｕｂ１ｉｃａｔｉｏｎｓ，ｐ．１０６
（４４１）
